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傘の歴史と民俗１
―和傘の成立と展開―

段 上 達 雄

【要 旨】
おおがさ

威儀具である簦は、平安中期には唐傘にとって代わられ、鎌倉期には手持ちの傘が
登場し、近世になると唐傘の生産が増大して日常用具となり、幕末期に渡来したア
ンブレラが次第に普及してゆく。その経緯を史料と絵画資料をもとに明らかにす
る。
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はじめに

１９６０年前後、毎年夏休みになると、少年だった私は広島県福山市常石にある母方の祖父の家や
近くの伯母の家に、母に連れられて兄弟と共に訪れたものである。祖父の家の土間の竈での炊
事、それに井戸と水瓶を用いた伝統的な農家の暮らしに興味津々だったことを憶えている。鴨居
に古びた提灯箱が掛けてあり、出入り口近くの土間の壁には番傘が何本も吊ってあった。この番
傘を雨の日に下ろして用いたことがある。パリパリという音と共に開くと、傘から和傘特有のな
んともいえない香りがただよってきた。その記憶を今なお昨日のように想い出すことができる。
和傘を日常的に用いていた最後の時代だった。その記憶を糸口にこの論文を書くに至った。歴史
民俗学の立場で傘の研究をする中で、和傘の歴史を自分なりに再構築する必要を感じたことも理
由のひとつである。可能な限り、史料をもとに和傘の歴史をまとめてみた。人々が何を考え、ど
のような傘をどのように用いたのかが明確になれば、この論文の目的は達成されたことになる。

１．平安時代の傘

①おおがさ（簦）から唐傘へ
『和名類聚抄』は承平年間（９３１―３８）に勤子内親王の求めに応じて源順（９１１―９８３）が作成し

た辞書だが、その巻十四「調度部行旅具」に「簦」について次のような記載がある。「史記音義
云簦 音登俗云大笠於保賀佐 笠有柄也」である。普段、目にすることのない「簦」という漢字
は、音読みでは「トウ」、訓読みは「おほがさ」で、「柄を有する笠」だというのである。当時の
使用法は『延喜式』に記されている。延長５年（９６７）に撰進された『延喜式』五十雑に「おお
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ゆる

よそ簦は妃以下三位以上、及び大臣の嫡妻に聴す」と記されている（１）。身分の高い妃や大臣の
正妻だけに許された差し掛け傘であった。
『延喜式』六斎院に「斎王定畢所請雑物」とあり、その「行具」の条に「大笠二枚加平文柄并

ひようもん へいだつ

志部」とある。この大笠とは簦のことである。平文は平脱ともいい、金や銀などの薄板を漆面
に貼り付けたり、漆で塗り埋めてから研ぎ出す漆工芸技法で、平文を施された柄であるという意
味である。

ヒラキスボメ

江戸後期の有職家田沼善一の『筆の御霊』２５巻本に「志部といへるは、傘の開闔の時の主用た
る物にて、今轆轤と云物こそ覚ゆれ、そは骨と紙と柄の外に物なきにて思へば、轆轤こそことに
挙て云ふべき物にあればなり、其傘をゝさむる時、しぼりよする物なる故にて、締る義をもて付
たる名なり」と記されている（２）。田沼は志部とは「絞る」という言葉の変化とみて、傘の開閉

しべ

のための傘骨の結節具である轆轤だというのである。しかし、志部をしべと訓じると、花の蘂を
連想させる。傘を花に見立てると、志部は傘の中心となる結節具を意味することになる。正倉院

こしき

宝物の天蓋の傘部は開閉できないが、中心の轂の孔に腕木を挿入して絹で覆うという構造を持
つ。４本の腕木の天蓋が多いが、６本のものもある。簦が開閉できない固定式の場合は、志部が
轂であってもおかしくない。

ひのつむぎ

『延喜式』には、続けて「緋絁一丈八尺大笠二蓋裏料」「絹一丈七尺大笠二蓋覆中幡料」「油絁一丈
八尺大笠二蓋覆料」とある。防水性を高めるために油を塗布した油絁を表面に張り、緋紬を裏張に
して、傘周囲に垂らす中幡（垂飾）として絹を用いたと読むのだろう。一丈は十尺で長さ３０３㎝
であり、一丈八尺では長さ約５４５㎝となる。この半分の２７２㎝ほどの長さの裂が大笠１蓋分とな
る。幅約３６㎝ほどの裂を用いたとすると、直径１１０㎝ほどの笠となる。また、「野宮装束」の条に
は「大笠柄一枝長八尺」とあり、長さ約２４２㎝の平文を施した柄だったことがわかる。残念なが
ら、表の油紬と中幡の絹の配色についての記載はない。蓋と同様に身分によって違っていた可能
性は高い。

きぬがさ

男性用の蓋が少なくとも飛鳥時代から存在し、それに対応する女性用の簦も古くから用いられ
きぬがさ

ていたと推測される。貞観年間（８５９～８７７）に成立した『令集解』巻六「儀制令」に蓋の規定が
ある。これは利用できる者の位階とそれに対応する色を定めたもので、それも四角という以外は
形態的特徴について触れていない。しかし、伊勢神宮の赤紫綾御蓋から、矩形の平面をもつ傘
で、傘部を開閉できない構造であったことが判明している。簦は当時の遺品や絵画が残っていな
いようなので、その形状は良くわからない。『和名類聚抄』の「柄を有する笠」という表記はヒ
ントになる。伊勢神宮の菅御笠は「すげのおんかさ」と読み、円形平面の菅笠に柄をつけた傘と
考えると、菅の代わりに絹で覆えば、簦になると推測されるのである。菅御笠は赤紫綾御蓋と同
様に開閉できる傘ではない。
しかし、簦という言葉は、１０世紀末に成立したとされる『落窪物語』にも出てくる。「雨はい

やまさりにまされば（中略）簦ひとつまうけよ。衣ぬぎてこんとて入りたまひぬ」、「此のかさを
さしかくして」、あるいは「大がさを引かたぶけて」と記されている。簦をおおがさと読むこと
は間違いないが、延喜式で規定された女性用の威儀具としての簦ではなく、雨傘として差しかけ
ている点で、油を塗布した紙張りの大傘ではないかと考えられる。

あそび こ はしぶね おおがさかざす ともとりめ

平安末期の『梁塵秘抄』巻第二（３８０番）「遊女の好むもの 雑芸鼓 小端舟 簦 翳 艫取女
男の愛祈る百大夫」という歌でも用いられている。このことから、平安中期以降、簦は開閉でき
る紙張りの大傘を意味するように変化していたと思われる。
傘を表す漢字に「繖」という文字もある。音読みは傘と同じ「サン」、訓読みは「かさ」とい

う。『延喜式』三十六主殿の項に「正月元日、焼香史生左右二人（中略）殿部左方十一人、一人
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執梅杖、二人紫繖、三人紫蓋、二人菅繖、三人菅蓋、右准此其装束各黄巾袷袍一領」とある。蓋
（きぬがさ）と繖（かさ）を使い分けているが、それでは菅蓋と菅繖とはどのような形状の違い
があったのだろうか。ほとんど使われない漢字のため、その実態はよく分からない。柄付式か垂
下式の違いだろうか。菅蓋は大嘗祭で天皇に差し掛けられる垂下式の傘である。後ろの１人が菅
蓋を吊した竿を斜めに持ち、左右の２人が蓋に結ばれた細綱を引いて位置を調整するので、３人
は必要である。菅繖を柄付きの傘とすると、１人で捧持するが、交代要員を入れると、２人とな
る。

②唐傘
現在、「唐傘」とは、竹製の傘骨に紙を張って柄をつけ、頭轆轤と手元轆轤で開閉できるよう

にした傘のことをいう。平安期の「からかさ」の素材や構造は前述の唐傘と同様で、いわゆる現
在の「和傘」と同じものと思われる。しかし、和傘という言葉は、幕末期にアンブレラ、いわゆ
る洋傘が輸入され、洋傘との区別のために創られた言葉である。それまでは、被る笠と訓読みが
同じであるため、傘とだけ書いて、「からかさ」と読むこともあった。例えば、榎本其角（１６６１―
１７０１）に「傘にねぐらかさうやぬれ燕」という俳句があるが、この場合、傘を「からかさ」と読
んでいる。極端な言い方かも知れないが、唐傘とは和傘のことだったのである。

③古典文学とからかさ
この唐傘という言葉は１０世紀後半には日本で既に用いられていたようで、平安中期の古典文学

の中に「からかさ」が登場する。簦の変化とほぼ軌を一にしている。
『宇津保物語』は天延３年（９７５）頃に成立したといわれ、作者は不明ながらも、源順だとい

う説もある。この『宇津保物語』楼上上に「たなばたまつり、かなたこなたとせさせ給へり、（中
略）よひすこし過るほどに、源中納言、かりのよそひにてむまにておはして、みなみの山ひさか
きのとにおはして、おましいかせて、からかさかの木のうつぼにをきたまふ」と記されている。
また、同楼上下に「山の高きより落ちる滝の、からかさの柄さしたるやうにて、岩の上に落ちか
かりて沸ききかへる」とある。どうも、これが唐傘という言葉の初出のようである。
『枕草子』は長保３年（１００１）頃に成立したという清少納言が記した随筆である。
枕草子２１１段では「人の家につきづきしきもの 厨。侍の曹司。箒のあたらしき。懸盤。童女。

はしたもの。衝立障子。三尺の几帳。装束よくしたる餌嚢。からかさ。かきいた。棚厨子。ひさ
げ。銚子。中盤。圓座。ひぢをりたる廊。竹王繪かきたる火桶」と記し、人の家に似つかわしい
ものの一つとして「からかさ」を取り上げている。ただ、人の家といっても、貴族の家のことで
ある。枕草子２３２段では「雪高う降りて、今もなほ降るに、五位も四位も、色うるはしう、若や

うえのきぬ

かなるが、袍の色いと清らにて、革の帯のかたつきたるを、宿直姿にひきはこえて、紫の指貫も
からかさ

雪にさへ映えて、濃さ勝りたるを着て、袙の紅ならずは、おどろおどろしき山吹を出して、傘を
さしたるに、風のいたう吹きて、横さまに雪を吹きかくれば、少し傾けて歩みくるに、深き沓、
半靴などのはばきまで、雪のいと白うかかりたるこそ、をかしけれ」と記して、実際に強い風雪
の中での傘の使用のありさまを描いている。
『更級日記』の作者は菅原孝標の娘で、寛仁４年（１０２０）から康平２年（１０５９）までの４０年間

の日記である。その冒頭、寛仁４年、父菅原孝標の上総介の任が終わり、九月に上総国府を出立
あそび

して京に向かう途中、足柄山の麓で遊女たちに出会い、印象深い一文を残す。「遊女三人、いづ
ばかり いほ

くよりともなく出できたり。五十許なるひとり、二十許なる、十四五なるとあり。庵のまへに
からかさをさヽせて、すへたり」と記すのである。
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おおがさ きぬがさ

それまでの簦や蓋は、律令の身分制の規定の中で用いられた威儀具だが、唐傘は律令制の外
で用いられ始めたと考えられる。竹と紙を主材料とする唐傘は比較的安価な上、開閉が可能であ
るため、携行や保管が容易であり、紙に油を塗布しているので、雨具にもなるという利点もあっ
た。

④唐傘の語源
唐傘の主な語源説には、１）からくり仕掛けで開閉できる唐繰傘に由来するという説、２）か

らは軽に由来するという説、３）笠に柄を取り付けたことに由来する柄傘説、４）唐や韓国から
渡来したためという説との４説がある。
伊勢の国学者橘守部（１７８１―１８４９）は、天保１２年（１８４１）に刊行した『俗語考』の中で次のよ

うな説を述べている（３）。「からかさ（前略）名義は久老の物の釈中に『から笠のからは、からく
りのからに同じ。ろくろ細工の物にいふ一ッの詞なり』と云り。其の意なるべし。但しからろ、
からうす、からすき等の五徳、軽き意に云るも多し」
久老とは伊勢内宮の祠官で国学者の荒木田久老（１７４７―１８０４）のことである。『俗語考』で紹介

された『物の釈』の「から笠のからは、からくりのからに同じ」という説を受けて、２０２２年１月
のWikipedia では「導入当初から『唐傘（からかさ）』と呼称されたとの説が一般的で、日本で
独自に開閉式に改良されたものを、唐繰傘（唐繰は絡繰と同義語）と呼称したことから略して『唐
傘』と呼称されるようになったとも」と記している。ただ、唐繰傘という言葉の存在自体が疑問
である。また、開閉式の傘を日本で開発したという説も無理がありそうだ。同様の説は、序に文
政１０年（１８２７）と記された田沼善一の『筆の御霊』３巻本に「世の中に、ちかきころ、唐国より
渡りし物の如く云れど、いたきひがごとなり。からと云は、からひつの條に云るが如く、からく
りのからにて、ひらきすぼめの所より、然は名づけたるなり」と記されている（４）。
それでは、まず、からくり説から検討してみよう。
『今昔物語』巻二十四 本朝 附世俗の第二話「高陽（賀陽）親王、人形を造りて田の中に立

てたる語」は、次のような物語である。桓武天皇の第十皇子高陽親王（７９４―８７１）は細工の上手
な人だった。干魃の時、両手に器を持った童の人形を田に立てた。器に水を注ぐと、顔に流しか
ける仕掛けで、そのため、多くの人たちが水を注ぎ、田は水で満ちたという。また、同第五話

たくみ

「百済川成と飛騨の工と挑みし語」は絵師百済川成と飛騨の工とが、それぞれの業を競い合った
という物語である。飛騨の工は四方に扉のある堂を建て、いずれの扉も前に立つと閉まり、他の
扉が開くという仕掛けで、川成は堂に入ることができなかった。百済川成は自宅に飛騨の工を招
き、遣り戸を開けて一室に案内したが、そこには死臭ただよう死体が横たわっていた。実はそれ
は川成が描いた真に迫った絵だったという物語である。現代の私たちは、田に立てた童人形や四
方に扉のある堂をからくり仕掛けだと考えてしまうが、実は『今昔物語』には「からくり」とい
う言葉は一切用いられていない。
からくりの漢字表記には「絡繰」「唐繰」「機巧」「機関」「璣」などがある。からくりとは糸や

紐から始まり、ゼンマイ、バネ、歯車、水銀、砂、水などを用いて、人形や道具を操ったり、自
動的に動かす仕掛けのことである。
からくりという言葉は、寛政４年（１７９２）に書かれた『大蔵虎寛本』の狂言台本「うりぬすび

と（瓜盗人）」にも出てくる（５）。そのストーリーを次に紹介してみよう。
畑の瓜が何者かに盗まれるので、耕作人（畑主）は案山子を立てた。そこへやってきた瓜盗人

は、人と見まちがえて驚くが、案山子と知って腹を立て、案山子を壊して畑を荒らして立ち去
る。そこで、翌日、畑主は案山子に化けて待ち伏せる。瓜盗人は案山子を見て驚くが、案山子を
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相手に村の祭の鬼が罪人を責める作り物（劇）の稽古を始める。畑主は杖竹で瓜盗人の肩をたた
く。瓜盗人は礫を打たれたと思うが、廻りに人はいない。綱があるので、引っ張ると、杖が上が

よ

る。緩めると杖が下がる。瓜盗人は「此の畑主は細工利きじゃ。殊の外能いからくりじゃ。今一
度引て見う」と言って、綱を引いたり緩めたりを繰り返す。ついに畑主は「がつきめ。やるまい
ぞ」と大声を出して杖で叩いて追いかける。
「うりぬすびと」は金春禅竹（１４０５―７０？）の末子金春四郎次郎とその養子宇治弥太郎の作だ

と伝わる。そのため、室町期に「からくり」という言葉が存在したという説がある。しかし、創
作時期が１６世紀前半としても、『大蔵虎寛本』の成立までに２５０年以上経過している。「からくり」
にこと寄せた演出方法が当初からのものだという確証はない。
慶長９年（１６０４）から１３年（１６０８）にかけて刊行された、ロドリゲスの『日本大文典』に「ゴ

ザウロップノカラクリ（caracuri）」と記されている（６）。これは「五臓六腑のからくり」で、内
臓の仕組みという意味である。『日本大文典』は宣教師向けの日本語教材で、当時の日本語に「か
らくり」という言葉があったことがわかる。
からくり仕掛けとして多くの人々に知られたのは「竹田からくり」である。初代竹田近江（？―

１７０４）がからくり人形を作り、寛文２年（１６６２）に大坂道頓堀でからくり仕掛けの芝居興行を始
めた。この芝居は「竹田からくり」と呼ばれて絶大な人気を博した。
このように「からくり」という言葉は江戸初頭頃には使用されていたことがわかるが、それ以

前にまで遡る確実な史料は今のところ見当たらない。「からくり」という言葉は、江戸初頭前後
から使い始められたと考えられる。唐傘の語源だという唐繰傘の出典は明らかではなく、平安期
に成立していたとはとても思えない。
『俗語考』の「からは軽き意」だという説も根拠を提示していない。「からろ」は唐艪のこと

で、中国風の艪と思われるが、その実態は良くわからない。また、「からうす」は唐臼と表記さ
キュウ

れる。これは弥生時代の稲作文化と共に伝播した木製の搗き臼を「うす」と呼んでいたところ、
シーソー式の足踏み杵が新たに導入されたため、こちらを「からうす」と呼び分けたのである。

ジョ

また、「からすき」は唐犂と表記されるが、これも弥生時代に伝わった耕起用のショベル型の鋤
リ

を「すき」と呼んでいたら、古墳時代に牛馬に曳かせる犂が入ってきて、混同しないように、こ
れを「からすき」と呼ぶようになったのである。後の２者は新たに導入された方が大きくて重い

かる から

が、作業効率は良い。軽から唐になったという説は、発音が似ているというだけにすぎない。い
ずれも、大陸から移入されたものに、唐あるいは韓という文字を被せたと考えた方がわかりやす
い。
『貞丈雑記』は伊勢貞丈が宝暦１３年（１７６３）から天明４年（１７８４）にかけて執筆した有職故実

書で、その調度の部に「柄笠の事」という一項がある（７）。「柄笠と旧記にあるは、からかさとよ
むべし。柄の字をからとよむなり。朱柄笠とあるも朱からかさとよむべし。朱えの笠とよむはわ
ろし。朱柄笠は、柄を朱にてぬる事にはあらず」と記している。伊勢貞丈は柄傘の読み方を述べ
ただけで、語源だとは言っていない。旧記に記された柄笠は、『和名類聚抄』の簦の項の「笠有
柄也（柄の有る笠なり）」に由来し、唐傘を柄笠と、わざと当て字で表記したものと推測される。
ヘイ

柄を「え」と訓読みすると、器物を手で持つために細くなった部分を意味するが、「から」の場
合は、体格、模様、身なりや態度、自分にふさわしい身分や性質などのことで、まったく違う意
味となる。からかさ＝柄傘では意味をなさないのである。近世以前には柄傘という表記は存在せ
ず、柄傘語源説は『和名類聚抄』を元に江戸期に創案されたと考えられる。
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⑤唐のつく言葉
それでは「からかさ」が出現した１０世紀前後の古典文学の中から、「から（唐）」とつく言葉を

探してみよう。
からうた

『土佐日記』承平４年（９３４）１２月２７日の条に「漢歌ども、時に似つかわしき言ふ」という表
現があるが、この漢歌とは漢詩のことである。

かけばん

『枕草子』には唐のつく言葉が散見する。『枕草子』１０４段の「唐絵にあるようなる懸盤などし
て物くはせたるを」の唐絵とは大和絵に対抗する概念で、中国から渡来した絵画、あるいは中国

ろ だい

を題材とした日本人の手による絵画のことである。同１４６段の「露臺の前に植ゑられたりける牡
丹の、唐めきをかしき事」の唐めきをかしきこととは中国風の美しいものという意味である。ま
た、１８２段の「宮は白き御衣どもに、紅の唐綾二つ、白き唐綾と奉りたる」の唐綾とは中国から
舶来した綾のこと。そして、『枕草子』の１０８段、１２４段、１４６段に記された唐衣は「からぎぬ」と
読むが、その場合は、女房装束（十二単）の最も上に着用する、腰までの短い丈の広袖上衣のこ
とで、腰から下に着用する裳と対になる。女房装束は朝廷の後宮に使える女房が着用する朝服
で、唐衣を中国風の美しい服装であると考えていたのだろう。
唐衣を「からころも」と読むと、着る・裁つ・返す・袖などにかかる和歌の枕詞となる。例え

ば、『伊勢物語』や『古今和歌集』に収録された「唐衣着つつなれにしつましあればはるばる来
ぬる旅をしぞ思う」という歌はよく知られている。なお、万葉集には「韓衣裾に取りつき泣く子
らを置きてそ来ぬや母なしにして（４４０１）」という信濃の防人の歌が掲載されている。奈良時代、
「からころも」は韓衣だったが、平安期では「から（唐）」とは中国の、あるいは中国風のとい

からかさ

う意味になる。そのため、平安中期に登場する唐傘という言葉は、中国の傘、中国風の傘という
意味だと考えて良いだろう。
現在、中国で製作される伝統的な傘は、細部に違いはあるが、和傘と基本的に同じ構造であ

る。四川省瀘州市の分水油紙傘は、２００８年に国家級無形文化遺産リストに加えられた。この分水
油紙傘の発祥については詳らかではないが、明から清の時期には広く生産されるようになり、
１９４０年代から５０年代の最盛期には瀘州地域に大小１００以上の作業場が稼働し、１９７０年頃から始ま
る洋傘の普及によって衰退したが、２１世紀になって、伝統的工芸品として無形文化遺産となった
のである。
平安中期当時の中国は宋朝で、この時代は庶民文化が華開いた時期でもあった。権威や権力を

象徴することが目的の蓋や簦と違って、日常的に傘が使用されていたのであろう。「清明上河図」
は宮廷画家の張択端（１０８５？―１１４５？）が１２世紀の北宋の都開封の都城内外の様子を克明に描い
たものだが、道脇に立てた紙張りらしい大傘が見られる。その大傘を日宋貿易で輸入し、次第に
日本でも生産されるようになったと考えられるのである。
『中右記』は藤原宗忠が平安後期前半に書いた日記で、その中に「元永二年（１１１９）四月廿二

日丁酉、朝天陰、小雨間下、賀茂祭也。（中略）過御桟敷間、或乞指笠於下人」という記載があ
る（８）。平安期には、このように傘を笠と表記することもあり、「笠（傘）をさす」と読むと、こ
の笠が貴人に差し掛ける雨除けの大傘であったことがわかる。ただ、差し掛けられるのは貴族
だったため、前代の蓋や簦と同様に、唐傘は権力権威を象徴するようになっていたと考えられる。
平安中期から後期にかけて、物語や日記では、長柄の差し掛け傘を「からかさ」「傘（からか

さ）」「簦（おおかさ）」と表記していた。１１世紀末から１２世紀にかけて成立した辞書『類聚名義
抄』には、「傘」に関わる漢字が掲載されている。「簦音登、俗云大笠、オホカサ、トリカサ、カサ。大簦
オホカサ」とあり、簦は「オホカサ」「トリカサ」「カサ」、そして、大簦は「オホカサ」と読まれ
ていたことがわかる。
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２．絵巻に描かれた傘

この項では絵巻に描かれた傘を見ていきたい。『年中行事絵巻』や『一遍上人絵伝』など、同
時代に描かれ、当時の生活空間を忠実に描いていると思われる絵巻を取り上げる。

①『源氏物語絵巻』の傘

蓬生『源氏物語絵巻』

『源氏物語絵巻』は源氏物語を題材にした平安末期の
絵巻で、国宝に指定されている（９）。「蓬生」はその中の
絵の１点で、ある初夏の月夜、光源氏が彼の訪れをひた
すら待ち続ける常陸宮の姫君末摘花の荒れ果てた邸を訪
れる場面である。「御さきの露を馬の鞭して払ひつゝ入
れたてまつる。雨そゝきも、猶秋のしぐれめきてうちそ
そけば、御傘さぶらふ。げに木の下露は雨にまさりてと
聞こゆ」とある。従者惟光は馬の鞭で生い茂った草の露
払いをする。雨の降りそそぐ中、木から落ちる滴も多
く、光源氏は傘を差し掛けられる。

②『年中行事絵巻』の傘
『年中行事絵巻』は平安末期の１２世紀後半に後白河法皇の命により、宮廷や公家の年中行事や

四季の遊楽、祭礼等を記した６０余巻にも及ぶ大部な絵巻で、蓮華王院（三十三間堂）の宝蔵に納
められ、宮中儀礼の規範となった（１０）。絵は刑部常磐源二光長（大輔土佐光長）の筆で、詞書は
宰相入道藤原教長が書いたと伝える。しかし、次第に散逸し、江戸初期の御所の火災で焼失して
しまった。今に伝わる『年中行事絵巻』は、住吉如慶（１５９９―１６７０）・具慶（１６３１―１７０５）父子が、
寛文２年（１６６２）に写した模本１６巻と別本３巻である。模本とはいえ、「年中行事絵巻」の史料
性は高く評価されている。
この絵巻では、傘袋に入れた長柄の傘と、開かれた傘とを対照的に描いている。巻１５と巻２に

描かれた「関白賀茂詣」は、賀茂祭前日の４月中申日に摂政または関白が同族の公卿らを率いて
上賀茂神社と下鴨神社に参詣し、一門の繁栄を祈願する儀式である。その行列は巻十五から始
まって巻２に続く。巻１５は路上での行列の有様を描く。まず、関白家の牛馬を預かる居飼たちの
行列から始まり、関白家の家来たち、地下の公達、随身、前駆けの殿上人たちが騎乗して扈従
し、その後ろを関白の乗った牛車が進む。その後ろには
警固の検非違使たち、その後ろには仕丁たちに囲まれた
大菅傘が随行し、騎乗した陪従たちが続く。この大菅傘
は柄のついた古式の菅笠で、開閉できない。その後ろを
殿上人と随身が進み、８両の牛車が続く。これらの牛車
には３０人ほどの仕丁たちが扈従し、必ず１人が傘袋に
入った長柄の傘を担いでいる。ここから２巻になって場
面が変わる。行列の周囲に小川や木々を描くようにな
る。最初は随身たちと騎乗した束帯姿の公卿たち、そし
て関白の檳榔毛車、検非違使、雑色たちと大菅傘、続い
てもう１台檳榔毛車が続き、随身と仕丁たち、少し遅れ 巻十五 関白賀茂詣に随伴する牛車
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て傘袋に入った長柄の傘を担ぐ仕丁が１人。そして最後
に競馬や禊祓などの社頭の儀を描く。
牛車と傘袋入りの長柄の傘を持つ仕丁の組み合わせ

は、『年中行事絵巻』に散見する。巻一「朝覲行幸」で
は、待賢門前での行列作りの最中に右往左往する傘袋入
りの傘を担いだ仕丁２人を描いている。それに法住寺で
行列を解いた後、傘袋入りの傘を地に横たえて、その前
で居眠りする仕丁などを描写している。ここには袋入り
の傘を担ぐ仕丁がもう１人いる。巻３「闘鶏、蹴鞠」で
は、貴族の邸宅の築垣と牛車との狭い隙間で、傘袋を担
いだ仕丁が仲間と談笑している。巻４「射遺、賭弓」で
は、待賢門傍らの築地塀の外で待機する仕丁たちが、３本の傘袋入りの傘を塀に立てかけて腰を
おろして歓談する姿も見える。巻６の「大饗」は正月２日夜の摂関家の招宴で、三条殿の門前で
待機する牛車と仕丁などを描く。ここでは、座って袋に入った傘を抱える男と置いた藁を前にし
て座る者、それに柄に袋を下げた袋入りの傘を担いだ者の姿が見える。巻７「御斎会」に描かれ
ているのは、最勝会とも呼ばれる法会で、大極殿で正月８日から７日間かけて執行される国家安
穏を祈る儀式である。まず、衆僧の参着では永陽門前にたむろする僧侶の従者たちの中に傘袋入
りの傘を持って座る伴僧がいる。御斎会最終日に昭慶門（絵では昭義門）から退出する僧一行を
描いている。身分の高い高僧らしく、松明を持った僧２人が先導し、稚児や従者たちが随行し、
その最後に袋入りの傘を担ぎ、藁を背負った男が１人付き従っている。巻１０「六月祓」では貴族
の邸の総門横に陰陽師の牛車が駐車し、塀に立てかけられた袋入りの傘の傍らでは１人の従者が
轅にもたれかかって居眠りをして、牛飼童が牛の手綱を持って座っている。
別本巻３「安楽花」では、門前に駐車した牛車の横で、塀に立てかけた袋入りの傘に肩肘をか

けて居眠りしている従者の姿を描いている。牛車ではなく、騎馬の主人に随行する仕丁が袋入り
の傘を担ぐこともある。巻１２の「稲荷祭」の最後尾の神輿に付き従う騎馬の神主の従者である。
また、巻１６「賀茂祭の行列」では、先頭を行く騎馬の乗尻（競べ馬の騎手）の後ろを袋入りの傘
を担いだ従者がついている。
平安期の五位以上の貴族たちは牛車の乗って外出した。これら貴人の乗った牛車には随行の者

たちがおり、例えば、右大臣藤原師輔（９０８―９６０）の日記である『九条殿記』の天暦１１年（９５７）
くるまぞえ

正月五日の条には「雑色十人、舎人四人、車副（手綱取り）牛飼一人、此外不随二他人」が外出
時に随行したと記されている。この貴族に使えていた雑色（仕丁）の中に傘袋入りの長柄の傘を
持った者も含まれていた。しかし、『年中行事絵巻』に
は傘を開いて牛車に随行する絵はない。そのため、傘自
体の形状も明らかではない。とにかく、『源氏物語絵巻』
の「蓬生」のように、降雨時などの雨除けとして携帯さ
れていたので、雨が降らなければ、使うことはない。し
かし、傘は牛車に乗れるほどの身分であることを示し、
傘袋入りの傘でも、権威や権力の象徴としての役割を
持っていたと考えられる。
その傘の形は意外な所で明らかになる。別本巻１「賀

茂臨時祭」で、祭使に供奉する騎馬の公卿たちの随員の
中に傘袋から出した傘を小脇に抱えている者がいる。描

巻十 六月祓で邸の門前で待つ牛車

別本巻一 賀茂社に参着した舞人
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かれた柄はそれほど長くないが、紙張りの大傘であることは間違いない。また、馬場殿の階下で
は、着いたばかりの舞人が従者の差し出す酒を飲んでおり、後ろから長柄の大傘を差し掛けられ
ている。その近くの二の鳥居前には、馬から降り立った舞人に差し掛けていた長柄のついた大傘
を捧持する従者がいる。こちらの大傘は柄を黒く塗っているので、黒漆塗りだったと思われる。
巻１２「祇園会馬長」の場面では、馬長一行を道の傍らの長屋の板葺き屋根に登って見物する女子
供の姿を描いている。彼らは夏の日差しを防ぐため、破れ傘を広げている。それは長柄のついた
紙張りの大傘であった。古くなって壊れて捨てられた傘を利用したものだろう。
牛車に随伴する傘袋入りの傘と違い、祭礼の神幸で用いられた傘は必ず開いて描かれる。
巻九「祇園御霊会」では、飾り物を載せた傘を持って馬に乗る２人の巫女の姿を描く。前を進

む巫女の傘は傘上に花を載せているようだが、後ろの巫女の傘は何も載せていない。いずれも柄
は黒漆塗りと思われる。２人の巫女の間にもう１人騎馬の巫女がいるが、傘を持たずに絹張りの
市女笠を被っている。笠は傘に準じていたのであろう。巻１２の「祇園会御旅所」では、幄舎の御
旅所の周囲に幔幕を張り巡らせているが、その傍らに傘を左手に持ち右手に扇を持った巫女が
立っている。傘がもう１本、それに絹張りの市女笠も見えるので、行列で馬に乗っていた３人の
巫女たちであろう。また、巻１２の「稲荷祭」の神幸行列でも、傘を持つ騎馬の巫女を３人描いて
いる。先頭の巫女が持つ傘はやや小形で頂上部に小さな飾りがつくだけだが、次の巫女が持つ傘
は大きく、傘上に３つの山型の作り物を載せ、傘周縁部には幕を巡らせ、多くの飾り紐を下げて
いる。３番目の巫女の傘も大形で飾り紐はつかないが、傘上に花や島形を載せて幕を巡らす。こ
の３番目の巫女が正面を向いているため、左手で傘を捧げ持ち、右手には開いた扇を持つことが
はっきりとわかる。他の巫女も同様で、大傘を差し掛けてもらっているわけではない。奈良の春
日おん祭りの行列で、騎馬の巫女たちが長柄の傘を差し掛けられているのとは違うのである。そ
して、「稲荷祭」の巫女が持ついずれの傘の柄も黒漆塗りと思われる。差し掛ける大傘ほど柄は
長くない。とは言っても、近世の番傘や蛇の目傘よりも柄は長い。
『年中行事絵巻』の祭礼には、今なら風流傘と呼ばれる傘が登場する。巻１６の「賀茂祭の行列」
では、島形や日輪形を載せた傘、それに「鳥獣戯画」を真似た競べ馬の作り物を載せた傘が参列
している。両者とも、幕を巡らせて飾り紐を垂らし、長い柄は黒漆塗りのようである。１人で捧
持し、その周囲には交代役の仕丁たちもいる。この時代、風流傘という言葉はなく、差し掛け用
の長柄の傘と趣向を凝らした風流の飾り物を載せた傘とをどのように言い分けていたのかわから
ない。『梁塵秘抄口伝集』に「ちかきころ久寿元年（１１５４）三月のころ、（中略）傘のうへに風流
の花をさし上」と記されている。傘があまり普及していない段階なので、区別していなかったと
も考えられる。

③『一遍上人絵伝』の傘
『一遍上人絵伝』は正安元年（１２９９）に成立した絹本著色の絵巻１２巻で、時宗の開祖一遍智真

の生涯を描いている（１１）。一遍の弟子である聖戒（１２６１―１３２３）が詞書を編述し、その詞書は４人
の能書家の筆による。絵は法眼円伊（鎌倉後期の画僧）が描いたもので、その描写は鎌倉期らし
く写実性に富み、史料的価値は高い。
この『一遍上人絵伝』で描かれた傘をひとつひとつ検討したいが、事例が多すぎるので、「表：

一遍上人絵伝に描かれた傘」と題してまとめてみた。鎌倉後期の使用状況の確認をしながら、『年
中行事絵巻』との比較もしてみたい。その場合、まず院政末期に成立した『年中行事絵巻』との
成立時期の違いを考慮しなければならない。その時期差は１００年を越しており、社会構造も貴族
社会から武家社会へと大きく変化している。また、『年中行事絵巻』の事例が京都に限られてい



２８

場 面 傘の所持者 傘の形状等

巻
一

15歳の一遍、善入に伴われて鎮西に下る 善入（僧侶） 白地の傘・中柄・閉じて右肩で担ぐ

太宰府郊外の聖達上人の僧坊周辺の路上 男 白地の傘・開いて左肩で担ぐ

一遍は聖戒を伴って伊予国の海辺に出る 一遍・聖戒（僧侶） 黒地の傘・中柄・肩で担ぐ

巻
二

天王寺の南門前の熊野街道 短髪の下級宗教者？ 黒地の傘・中柄・畳んで左肩で担ぐ

天王寺の南門前の熊野街道 騎馬の武士 白地の傘・短柄？・左手で差す

巻
三

伊予国三輩九品の道場近くの路上 ぼろぼろ 黒地の傘・中柄・開いた傘下に巻物

伊予国三輩九品の道場境内 武士 白地の傘・開いて肩で担ぐ

伊予国三輩九品の道場の裏 笈を背負った従僧 黒地の傘・開いて捧持する

巻
五

信濃国佐久郡の大井太郎邸からの帰路 僧侶の従僧 黒地の傘・中柄・畳んで左肩で担ぐ

下野国小野寺の境内 ３人の時衆 黒地の傘・中柄・開いて捧持

下野国小野寺の境内 １人の時衆 白地の傘・中柄・開いて捧持

下野国小野寺の板屋の縁 屋内の時衆 黒地の傘・中柄・畳んで縁側に置く

白河関前の路上 笈を背負った旅人 白地の傘・中柄・畳んで左肩で担ぐ

陸奥国(現北上市)の祖父河野通信墓地近く 荷を背負った旅人 黒地の傘・中柄・手で捧持

陸奥国(現北上市)の祖父河野通信墓地近く 荷を背負った旅人 白地の傘・中柄・手で捧持

小舎人が乞食を追い払う鎌倉の木戸の外 頬被りの下級宗教者 白地の傘・閉・荷を吊して肩で担ぐ

巻
六

伊豆国三島社の二の鳥居下 稚児（差し掛け） 白地の傘・中柄・開いて右肩で担ぐ

伊豆国三島社の二の鳥居下 稚児（差し掛け） 白地の傘・中柄・閉じて右肩で担ぐ

鎌倉の西、片瀬の館の御堂付近の路上 荷を背負った僧 黒地の傘・中柄・開いて左肩で担ぐ

表：一遍上人絵伝に描かれた傘

たのに対して、『一遍上人絵伝』の場合は全国的であることにも配慮しなければならない。そし
て、使用者の階層や傘自体の形状についても注視する必要がある。見落としたものもあると思う
が、『一遍上人絵伝』に描かれた傘は６２点である。いずれも紙張の傘で、絹で覆ったものはない。
長柄の大傘と思われるものは、巻７「四条京極の釈迦堂近くの路上」に駐車した牛車近くの従

者が持つ傘袋、それに「七条空也上人の市屋道場高舞台の桟敷上」の稚児を連れた僧侶が桟敷の
低い後ろ壁に立てかけている大傘である。同じく、道場入口左側の尼と女、それに僧侶と話しあ
う侍のいる桟敷には大傘が立てられている。また、「七条空也上人の市屋道場の広場の牛車横」
では、扇で顔を隠した武士の後ろの従者が長柄の大傘を持っている。巻８「美作国一の宮の門の
外」にいる袴をたくし上げて傘を持つ侍は、一の宮（中山神社）に参ろうとする武士の従者と思
われる。また、「四天王寺の中門を入った境内」の築地塀寄りにいる稚児に長柄の傘を差し掛け
ている伴僧がいる。巻９「播磨国印南野の教信寺境内」の隅の木の下に座って主人を待つ侍は、
長柄の大傘を開いたまま地に置いている。巻１１「摂津国兵庫津の観音堂前の路上」の童子は、馬
の番をしながら一遍の説法を聞いている主人を待っているのだろう。畳んだ長柄の大傘を抱え込
んで座っている。これら８件の大傘は、従来からの差し掛け傘である。
気になるのは、日常生活で自ら差す傘の登場である。それも、ほとんどの傘の柄が長い。近世

中期に普及する番傘や蛇の目傘は、畳んだ時には、柄が傘本体より二握り分ほどしか突き出てい
ない。それから比べると長い。とは言え、差し掛けの大傘の柄ほど長くはない。これを仮に「中
柄」と表記する。『一遍上人絵伝』で描かれた傘の中で、この中柄の傘の数が最も多い。鎌倉期
には庶民階級でも傘を使用するようになり、自ら差して雨除けや日除けに用いるようになるので
ある。
傘の色に白と黒がある。白は傘紙の色そのままだが、黒は墨染めの墨傘だろう。
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場 面 傘の所持者 傘の形状等

巻
六

鎌倉の西、片瀬の館の御堂付近の道端 乞食 黒地の傘・畳んで小屋の間から出す

鎌倉の西、片瀬の館の御堂付近の道端 乞食 黒地の破れ傘・開いて屋根に載せる

浜の地蔵堂に作った踊念仏の高舞台の脇 頭巾鉢巻の僧侶 白地の傘・中柄・開いた傘下に巻物

浜の地蔵堂に作った踊念仏の高舞台の脇 頭巾を被る僧侶 白地の傘・中柄・開いて肩に担ぐ

尾張国甚目寺本堂傍らの境内 白衣の童（ぼろぼろ） 白地の傘？・短柄・斜に手で持つ

尾張国甚目寺本堂傍らの境内 笈を背負った男 白地の傘・両手で持って右肩で担ぐ

巻
七

近江国大津の関寺の門内 長烏帽子の男 白地の傘・開いて捧持・傘裏が見える

京都四条大橋の橋上 狩衣姿の青年 白地の傘・中柄・開いて左手で捧持

四条京極の釈迦堂近くの路上 牛車の従者 傘袋入りの長柄の傘

四条京極の釈迦堂近くの路上 袈裟を着た僧侶 黒地の傘・中柄・開いて右手で捧持

四条京極の釈迦堂入口 黒染めの法衣の僧侶 黒地の傘・開いて左肩で担ぐ

七条空也上人の市屋道場高舞台の桟敷上 尼と女、僧侶 白地の大傘・長柄？・開いて立てる

七条空也上人の市屋道場高舞台の桟敷上 男 中黒の白地傘・中柄・右手で捧持

七条空也上人の市屋道場高舞台の桟敷上 稚児を連れた僧侶 白地の大傘・長柄・桟敷壁に立てかけ

七条空也上人の市屋道場高舞台の桟敷上 白衣の僧侶 白地の傘・左手で捧持

七条空也上人の市屋道場の広場の牛車横 武士の従者 長柄の白地傘か？・左手で捧持

七条堀川の傍ら 伴僧を連れた僧侶 白地の傘・中柄・右手で捧持

七条堀川近くの路上 笈を背負った侍 黒地の傘・中柄・開いて左肩で担ぐ

七条堀川の乞食小屋 乞食 白地の傘・短柄？・立てた傘下で寝る

七条堀川の乞食小屋の前 下級僧侶か？ 黒地の傘・開いて右肩で担ぐ？

桂川の川岸 泳ぐ仲間を見る若者 中黒の白地傘・中柄・開いて地に置く

桂川近くの路上 被衣の女 白地の傘・長柄・左肩で担ぐ

巻
八

丹波国穴生寺の堂前 草鞋を脱ぐ時衆 黒地の傘・中柄・開いたまま地に置く

美作国一の宮の楼門基壇上 座ったぼろぼろ 黒地の傘・中柄・開いて右脇に挟む

美作国一の宮の門の外 袴をたくし上げた侍 白地の傘・長柄・開いて右肩で担ぐ

天王寺中門を入った境内 稚児の伴僧 白地の大傘・長柄・開いて差し掛け

天王寺中門を入った境内 僧侶 白地の傘・長柄・右肩で担ぐ

当麻寺曼荼羅堂近くの路上 僧侶 黒地の傘・中柄・右肩で担ぐ

当麻寺曼荼羅堂の縁側 時衆か？ 黒地の傘・閉じて置いてある

巻
九

淀の上野の踊屋前 念仏踊を見る僧侶 黒地の傘・開いて左肩で担ぐ

淀の上野の踊屋近くの川縁 馬上の女の従者 黒地の傘・開いて右肩で担ぐ

播磨国印南野の教信寺境内 地面に座る侍 白地の大傘・長柄・開いて地に置く

巻
十
一

淡路国二の宮にほど近い海辺 主人の後行く侍 黒地の傘・中柄・開いて右肩で担ぐ

淡路国志築の天神社境内隅 鍋で煮炊きする母子 黒地の傘・中柄・開いて地に置く

淡路国志築の天神社拝殿脇の掘立柱小屋 座った下級宗教者 黒地の傘・中柄・閉じて右肩で支える

淡路国志築の天神社拝殿脇の掘立柱小屋 座った墨染の僧侶 黒地の傘・中柄・閉じて地に置く

淡路国志築の天神社の垣外 徒歩の武士 黒地の傘・中柄・開いて左肩で担ぐ

明石の浦の汀沿いの道 騎馬の武士 黒地の傘・中柄・開いて左手で捧持

摂津国兵庫津の観音堂前の路上 座って待つ童子 黒地の大傘・長柄・閉じて地に置く

巻
十
二

摂津国兵庫津の観音堂への路上 白衣の僧形ぼろぼろ 黒地の傘・傘下の柄に巻物等を縛る

摂津国兵庫津の観音堂への路上 髷と髭の男ぼろぼろ 黒地の傘・右肩で担ぐ

摂津国兵庫津の観音堂前の群衆 白い小袖の女 白地の傘・開いて右手で捧持



３０

最後に傘を用いる人たちの階層や職業について考えて
みたい。長柄の大傘を差し掛けられるのは、身分の高い
人であろうが、平安末期では五位以上、あるいは祭礼時
における特別な役割を持つ人に差し掛けられたように身
分的な制限があった。しかし、鎌倉後期には武士まで使
用が及んでいることから、その頃には制限が緩んでいた
と思われる。
中柄の傘は一般の民衆や僧侶が自分のために差してい

るが、注目すべきは笈や荷物を担いだ男たちが傘を差し
ていることである。これは旅姿と考えられ、荷を担ぐ武
士や僧侶もいるが、荷物を背負って傘を持つ庶民の多くは、旅の商人ではないかと考えられる。
『信貴山縁起絵巻』は平安末期に描かれた絵巻であるが、主人公である僧命蓮の姉の尼公は、

弟に会うために信濃国から大和へ旅をする時、大きなつばの付いた藺笠を被って馬に乗り、その
従者は蓑笠姿で徒歩で随行していた。この笠と蓑は平安後期の旅姿だったと考えられる。ところ
が、鎌倉後期になると、旅の雨具、あるいは日除けとして傘を用いるようになっていたのであ
る。とはいえ、『一遍上人絵伝』を見る限り、当時の多くの人たちは傘よりも被り笠の方を主に
用いていたようである。特に野外での労働を担う農民などにとって、笠と蓑の組み合わせは雨具
（防暑防寒具でもある）として最適だった。そのため、ビニール合羽が普及する戦後しばらくま
で、蓑笠姿を見ることができた。
さて、「ぼろぼろ」と呼ばれた下級宗教者が、傘を用いて説教をしていたが、彼らより下層の

乞食たちが傘を持っていることには驚かされる。彼らもなんらかの宗教的な役割を持つことを表
すために傘を用いていたと思われるが、この頃すでに、乞食たちが入手できる捨てられた古傘が
あったことを推測させる。しかし、鎌倉後期、傘は京都や鎌倉を中心に一部地方の身分の高い人
たちや金持たちに、ようやく普及していた段階だと考えられる。そのため、京都堀川近くや鎌倉
に近い片瀬の館近くの乞食集落では傘が描かれているのに、近江国大津の関寺門前、京都近郊の
桂の道場付近、淀の上野の踊屋付近、摂津国兵庫津の観音堂付近の各乞食集落では見当たらな
い。読み過ぎかもしれないが、その当時、地方では乞食が古傘を入手しにくかったのだと考えら
れる。

３．室町時代の傘

①中世の辞典
室町時代の辞典において、傘がどのように記されているのかを見てみよう。『下学集』は文安

サシカサ

元年（１４４４）に成立した辞典で、「 傘 持手謂之傘也。墨傘唐傘是也。以字形可知之云云」と記されている（１２）。
また、天文１７年（１５４８）の序を持つ辞典『運歩色葉集』には、唐傘という言葉が掲載されている（１３）。
これらの室町期の辞典に掲載されているのは「傘（サシカサ）」「墨傘」「唐傘」で、自分で差す
傘である。

②唐笠座衆
『大乗院寺社雑事記』の寛正３年（１４６２）１２月２日の条に「当門跡、唐笠座衆へ毎年百文充到

其沙汰了」と記され、室町中期には唐笠座という傘職人、あるいは傘商人たちの座があったこと
がわかる。当時の座は、公家や大寺社の保護を受け、営業を独占する権利を認められた商工業者

巻五 河野通信の墓近くの旅人と猟師
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の同業者団体であった。このような段階では、大量に作って売りさばくのではなく、注文に従っ
て少量製作をしていたものと思われる。

③狂言「末広がり」
「末広がり（末広）」は天正６年（１５７８）の奥書をもつ『天正狂言本』に記載され、室町末期

には既に成立していたと考えられる演目である。そのあらすじを見てみよう。
ある果報者（金持ち）が「末広がり（扇）」を贈物とするために、太郎冠者に都へ買いに行く

よう命じる。都に着いた冠者は、末広がりとは何か、どこで売っているのかを聞いてこなかった
ことに気づき、困った挙げ句、物売りを真似て「末広がりを買おう」と呼び歩く。そこに現れた
すっぱ（詐欺師）に、言葉巧みに古傘を売りつけられる。注文どおりの品を手に入れたと思って
喜ぶ冠者に、すっぱは主人の機嫌を直す囃し物を教える。帰ってきた冠者が得意げに報告する
と、あきれた主人は冠者を追い出してしまう。思案した冠者は、すっぱに教わった囃し物を足で
拍子をとりながら歌うと、主人もつりこまれて機嫌を直してしまうというストーリーである。
末広がりは脇狂言を代表する祝言曲目である。ここで注目したいのは都と違って田舎では扇や

傘を知らない人たちもいると、笑い話的に扱われていることである。当時は今と違って、雨具と
しては蓑と笠の方が普遍的で、地方の農村などでは、庶民にとって傘は縁遠い道具だったようで
ある。この狂言は、都人が傘と扇の違いを知らない者はいないだろうと考えつつも、田舎だった
ら、あり得るかも知れないと思ってしまう時代に創作された笑劇であろう。

４．江戸時代の傘

①呂宋の唐傘
儒学者小瀬甫庵が寛永３年（１６２６）に刊行した『太閤記』に「泉州堺菜屋助右衛門と云し町人、

ころ

小琉球呂尊へ去年の夏相渡、文禄甲午（１５９４）七月廿日帰朝せしが、其比堺之代官は石田杢助に
て有し故、奏者として唐の傘、蝋燭千挺、生たる麝香二疋上奉り」と記されている。堺の商人納
屋助左衛門（１５６５―？）が、文禄２年（１５９３）に台湾西方の離島である小琉球とフィリピンのル
ソン島に渡り、翌年（１５９４）の夏に帰朝し、堺代官の石田杢助を通して豊臣秀吉に唐傘と蝋燭を
それぞれ千挺、それに生麝香２疋を献上したというのである。これを受けて、寺島良安が正徳２
年（１７１２）に編纂し終わった『和漢三才図会』には「堺納屋助左衛門文禄三年呂宋より還り来り、
土産に傘と蝋燭各千挺を献ず。今、傘の制は之による也」と記されている。しかし、文政１３年
（１８３０）刊行の『嬉遊笑覧』で、喜多村信節は「天正のころ（１５７３―９３）、堺の商人呂宋に渡りも
て帰りしが始のよしいふ説は非なり」と、時代は少し古いが、『和漢三才図会』の安土桃山期の
唐傘開始説を文献をもとに否定している。納屋助左衛門がルソンや台湾小琉球で入手した膨大な
唐傘と蝋燭、それに生の麝香を秀吉に献上した可能性は高いと思われる。当時の日本での唐傘と
蝋燭の生産量はたいしたものではなかったため、唐傘も蝋燭も充分に土産としての役割を果たし
ただろう。しかし、「傘の制は之による也」というのは間違いである。当時、中世までは傘の生
産はなかったと考えられるほど、中世における傘の生産力は低かったのであろう。

②長柄の傘
『嬉遊笑覧』は喜多村信節の随筆で、風俗習慣や歌舞音曲などを網羅的に書いた百科事典的な

書籍である（１４）。巻二中 器用に「後世貞享元禄の始までも雨かさ日傘大人小児おもに皆長柄な
り余の家にも古傘二本まで遺りて有りき」と記している。貞享年間（１６８４―８８）から元禄年間（１６８８―１７０４）
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以前、傘のほとんどが長柄だったというのであ
る。そして喜多村家には、そのような古い傘が２
本もあるという。これは『一遍上人絵伝』に見ら
れた自分で差す長めの柄の傘（分類上中柄傘とし
た）の使用が、１７世紀後半中頃まで続いていたこ
とを物語っている。その頃から、柄の短い番傘や
蛇の目傘が普及し始めたため、自ら差す長めの柄
を持つ傘は次第に消えていったのである。番傘な
どの柄の短い傘の方が、使い勝手は良かったのだ
ろう。
それでは、長柄の傘はどのような形状だったの

だろうか。東京国立博物館蔵『洛中洛外図屏風（舟
木本）』は、慶長年間（１５９６―１６１５）の京都を描い
たもので、岩佐又兵衛の作品である。六曲一双の右隻に四条大橋が描かれているが、その橋の上
を踊りながら渡る花見帰りの若者たちが、桜の枝や扇、それに３本の長柄の傘を振り回してい
る。柄は黒漆塗りで、赤地に白鶴や花模様などを描いたり、白地に白と赤の丸を描いた華やかな
傘である。儀礼的な差し掛けの長柄の大傘ではない。

③差し掛けの大傘
ばんきんすぎわいぶくろ

従来の貴人に差し掛ける大傘は江戸時代でも引き続き用いられていた。『萬金産業袋』は京都
に住んでいたと思われる三宅也来が書いた商品学の本で、享保１７年（１７３２）に刊行され、第一巻
に傘が記載されている（１）。「長柄、柄七尺、ほね七十間、大きさ貳尺七寸、柄籐まき也。紙しろ
し右は大名高位の御方、路次にて雨の時さしかくる」とある。長柄傘は柄の長さ約２１２㎝、直径
約１６４㎝、傘紙は白、傘骨の数は７０本、柄は籐巻きで、高位の大名が外出時に雨に遭った時に用
いたというのである。しかし、身分の高い者に差し掛けた長柄の大傘は、傾城町や祭礼でも用い
られていた。
『守貞謾稿』は喜田川守貞（１８１０―不詳）が天保８年（１８３７）から幕末までの約３０年間かけて

書き続けた京都・大坂・江戸の風俗事物を記した百科事典である。ここに「京島原、江戸吉原、
大坂新町等、官許の傾城町、京阪にて太夫職と云ひ、吉原にておひらんと云ふ上娼は長柄傘を用
ふ」とある。花魁道中での傾城に長柄傘を差し掛けていたこと
を意味するが、これは中世の遊女の大傘以来の慣習と考えられ
る。同じく、「京坂、祭礼の時、娼妓等、煉物と云ふを催し行
ふ時は、非官許といへども長柄傘を用ふ。天保府命後絶せり。
江戸、今に至り、祭礼の日、市間の煉児は、赤長柄傘に似たる
物を用ふ。真の長柄傘に非ず。やや小形なり」と記されている。
京都や大坂の祭りの時に、娼妓たちが行列に参列する時に奉行
所の許可もないのに長柄傘を差し掛けられていたが、天保１２年
（１８４１）から天保１４年（１８４３）にかけて行われた天保の改革に
よって、禁止されて消滅した。江戸ではその後も引き続き、山
王祭や神田祭の時、練り児（稚児）に赤長柄傘を差し掛けてい
るが、本物の朱の長柄傘ではなく、やや小形であったというの
である。

四条大橋「洛中洛図屏風（舟木本）」

三十三間堂の門の差し掛け傘
「洛中洛図屏風（舟木本）」
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『洛中洛外図屏風（舟木本）』には、被衣姿の女性に差し掛けられた長柄傘が散見される。右
隻第一扇の三十三間堂の門の所と智積院前、方広寺回廊外の２点、右隻第二扇の清水寺本堂脇、
右隻第三扇の感神院（現八坂神社）の鳥居近くの２点、右隻第六扇の四条河原のかぶきの傍ら、
左隻第四扇の参内する将軍の行列の傍らなどである。寺社参詣などの身分の高い女性だろう。中
には遊女もいるかも知れない。なお、左隻第一扇の五条通りの歩き巫女、寺町通の南蛮人にも差
し掛けられている。
１８世紀中頃になるが、西村重長（１６９７―１７５６）による『絵本江戸みやげ』の「神田明神」と「深
川八幡」には、中間や女中が子供を抱えた武家の女性に長柄の傘を差しかけている図があり、か
つては殿上人の威儀具だった差し掛けの大傘は、それよりも低い身分の人たちにも広まっていた
ことがわかる。

④爪折傘

爪折傘

『守貞謾稿』に「今世、朱の爪折傘を貴人の所用
とす。武家は専ら白の爪折を上位とし、爪折を許さ
れざる人は、白の長柄傘なり。今制四位以上爪折傘
なり。爪折らざる長柄傘、黒蛇の目もあり（中略）
一寺の住職たる官僧は、朱の爪折傘」とある。上位
の大名は白の爪折傘、そうではない大名は爪を折ら
ない白の長柄傘で、寺の住職で官僧でもある者は朱
の爪折傘を用いるという。この爪折傘は「つまおり
がさ」と訓み、端折傘、妻折傘とも書く。傘の親骨の先端を下側（内側）に急角度で折り曲げた
大傘である。威儀を際立たせると共に、差し掛けた人に親骨の先が当たっても怪我をさせないた
めの配慮であろう。
平安期の差し掛けの大傘を爪折傘と解説するものを読んだことがあるが、中世の絵画に爪折傘

を確認できなかった。時代が下って、織豊期から江戸初頭に描かれた絵画を探しても、貴人に差
し掛けた大傘を描いたものは少ない。ただ、国立歴史民俗博物館所蔵「紙本著色醍醐花見図屏風」
は、慶長３年（１５９３）３月１５日に秀吉が催した醍醐の花見を描いたもので、制作時期も醍醐の花
見に近い頃と考えられている。六曲屏風第２扇に、朱傘を差し掛けられた豊臣秀吉を描いている
が、その朱傘は爪折傘ではない。

ころ

『我衣』に「元文比、爪折ノ手傘出ル。コレカリソメナガラ従四位以上ノ傘ニテ、平人不用モ
ノナリ。不知ハフビンナリ、白張」とある（１５）。爪折ノ手傘は手持ちの傘だと思われるが、本来
は従四位以上の人に差し掛けた爪折の大傘を小型化したものだろう。古くからあった大傘の爪折
を元文年間（１７３６―４１）に突然手持ちの傘に応用したとは考えにくく、身分のそれほど高くない
者まで差し掛け傘を用いる中、江戸中期に権威を象徴するための差し掛け傘が創作され、それが
爪折大傘だったと推測されるのである。

⑤大黒傘と番傘
えのあぶら

『守貞謾稿』に「今世専用の傘、皆紙ばり、荏油ひき、天和以前、大坂にてこれを製す。今も
大坂長町及び上町その他諸所これを製す大黒屋の聾傘と云ふもの名あり。紙厚く骨竹の削り粗にして繋糸
強く、装束なし。円形の印アリ。今は大黒屋亡び絶へたれども、江戸に下り番傘の総名を大黒傘と云ふことになり
たり」「今世、三都ともこれを番傘と云ふ」と記されている（１６）。江戸後期に主に用いられていた、
荏油（荏胡麻油）をひいた紙張りの傘は、天和年間（１６８１―８４）以前には大坂で製造されており、
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つんぼがさ

大黒屋の聾傘という名称だった。傘紙は厚く、傘骨の竹は太く、轆轤や傘骨同士の繋ぎ糸は強
く、傘の小骨を飾る色鮮やかな装束糸はなく、円形の印がついていた。江戸後期には大黒屋は既
になくなっていたが、その頃も江戸での下り番傘の総称として大黒傘の名称が使われていたとい
うのである。この聾傘の名の由来は何かと思っていたら、『嬉遊笑覧』に「今大黒傘といふ。こ
れそのかみの壺屋がさなるべし。つんぼ傘はつぼやを訛りしものか」と記されている。そして、
井原西鶴が元禄２年（１６８９）に刊行した『本朝桜陰比事』（１７）には「むかし都の町に、北国むき
の傘を仕込職人有。大勢の弟子を抱へ、次第に勝手よく、壺屋といへる家名を世上に広めける」
とある。「北国向けの傘」とは雪中でも使える頑丈な傘のことであろう。頑丈な傘という点では、
その後の大黒傘や番傘と共通である。壺屋傘とは、江戸初頭の京都にあった傘屋が製造していた
実用的な傘のことで、壺屋傘が訛って、「つんぼがさ」になったのだろう。そして、この壺屋傘
こそ、番傘の始まりだったと考えられるのである。
安永３年の（１７７４）『俳風柳多留』九篇には「傘てさへ大こくはふとつてう」という川柳が掲

載されている（１８）。ふくよかな大黒神と同様に、閉じた時に太いということは、それだけ頑丈に
作られた傘だったのだろう。

わた

『守貞謾稿』に「番傘おほむね径り三尺八寸、骨数五十四間、柄の長さおよそ二尺六寸。（中
くくる

略）今世の番傘、専ら油紙をろくろ上に覆ひ、麻糸を以てこれを括なり」とある。直径約１１５㎝、
傘骨は５４本、柄の長さ約７９㎝で、頭轆轤を油紙で包み、麻糸で縛るという。女性用の女傘は「わ

はなだ つが

ずかに小形、糸装束なく、薄縹紙にて、骨番ひの所と、周りの端とを張り、その他全くは白紙
ばり也」と記している。女性用の番傘はやや小形で、頭轆轤の周辺と周縁部とに薄青色の傘紙を
張って、少しだけお洒落に作られていた。
番傘の特徴として、１）各部位が太くて頑丈に作られていること、２）親骨や小骨、それにロ

クロとの結合に使う木綿糸は太くて丈夫なこと、３）荏油を塗った白紙を傘紙として用いること、
４）柄には竹を用いること、５）傘の最頂部はカッパと呼ばれる防水用の頭紙を被せ、糸で巻い
て固定すること、６）傘紙に家印や番号などを大きく書き込んだ物もあること、７）余分な飾り
はないことなどで、実用本位の作りであったことがわかる。

⑥下り傘
『我衣』に「下り傘、厚紙ニテ細工ぶとうなり。強むきの糸、装束なし、竹あら削り、丸キ判

あり」「下り女傘、少し小ブリ、糸の装束なし。薄花色かみにて、蛇の目のように作る。下作な
り」とある。この「下り傘」とは、上方で作られ、大坂から廻船で江戸に運ばれてきた傘のこと
で、男性用と小振りの女性用とがあり、女性用は薄青紫色の傘紙だった。『守貞謾稿』に「今世

はこび

江戸の番傘も、専ら大坂より漕し来るものを用ふ。（中略）江戸にてこれを製するは、正徳以来
なり」とある。この下り傘と下り女傘は前述の『守貞謾稿』の番傘と女傘と同一のものなのであ
る。また、江戸で番傘を作るようになるのは、正徳年間（１７１１―１６）になってからだという。
「正徳四年大阪移出入商品表」は正徳４年（１７１４）の大坂から移出された品々の一覧表である

が、その多くは江戸に運ばれたと考えられる（１９）。そこに、「傘 ２３４，２５０本 価銀は６５０．４１０貫
（９，２９１両２分）」と記されている。下り傘１本の出荷時の価格は約１６０文であった。

⑦貸し傘商法と番傘
江戸中期、傘を来店客に無料で貸すことによって店の宣伝をするという商法が登場する。傘紙

に墨痕鮮やかに店名を書きこんだ傘を貸し出したのである。貸し傘を誰がいつ始めたかは良くわ
からないが、最も大規模に行ったのは日本橋の越後屋であった。越後屋は延宝元年（１６７３）に三
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井高利（１６２２―１６９４）が開いた呉服屋であり、現銀掛値
たなさき

なし（正札販売）、店前売り（店頭払い）、小裂何程でも
売ります（切り売り）、仕立て売り（即座に仕立てて渡
す）等の新商法で多くの客を招き寄せ、江戸随一の呉服
屋に成長した。高利は商法に天才的な創意工夫を施した
のである。
貸し傘を広告に用いたのは越後屋だけではなかったた

め、雨が降れば、屋号を書いた傘が江戸中にあふれか
えった。この傘には屋号と共に番号を書いていたので、
「番傘」と呼ばれるようになったという。実際に葛飾北斎は浮世絵「隅田川両岸一覧」に、山型
に大の字の印と共に「千八百十番」と記された番傘を描いている。また、静観坊好阿（生没年不
詳）が宝暦２年（１７５２）に出した『当世下手談義』には「俄ぶりの雨の足より、いや増の貸傘、
貳千七百六拾ばんなどヽ、筆ぶとに見しらせし、越後屋伊豆蔵の家名、大路一ばゐにはびこり」
と記され、貸し傘に番号をしっかり書き込んでいたことがわかる（２０）。
『俳風柳多留』二十篇に「江戸中を越後屋にして 虹がふき」（天明５年１７８５）という川柳が

掲載されている。これは越後屋の貸し傘が江戸中にあふれかえっていた状況を、美しくも面白可
笑しく伝える川柳である。
『俳風柳多留』で貸し傘について触れた川柳の初出は、明和７年（１７７０）の五篇の「越後屋の

前迄傘へ入れてやり」である。越後屋まで傘に入れて連れて行けば、そこで傘を借りることがで
きるという意味である。屋号入りの番傘は人気があったらしく、返却せずに使い続ける者も少な
からずいたようで、安永九年（１７８０）の１５篇に「呉服屋の傘かへすものにせす」という川柳があ
る。返却されなくても、雨が降るたびに広告してくれるので、傘代は宣伝料と考えれば安いもの
だと考えていたのだろう。
明和９年（１７７２）の『俳風柳多留』七篇の「ごふく屋をさヽずに出るは雨やどり」、天明５年

（１７８５）の２０篇の「からかさを三日かりてる長イしけ（時化＝暴風雨）」などあり、江戸での貸
し傘が日常的であったことがわかる。

とい や がさ

また、番傘は「問屋傘」とも呼ばれたが、『日本国語大辞典』によれば、方言だという。鳥取
県では「問屋傘（といやがさ）」と言うが、鳥取県西伯郡では「問屋張り（とんやばり）」、福岡
市では「問屋（といや）張りの傘」と言うとある。「問屋張り」という言葉から、傘問屋が大量
に作らせた傘が語源ではないかと推測されるのである。

⑧蛇の目傘
のき

『我衣』に「元禄より蛇の目傘出ル。上青どさ深く、簷厚く青どさ、装束きぬいと、三通アリ。
ロクロ元青どさ。代金弐朱位」と記されている。「青どさ」とは青土佐紙の通称で、今も用いら
れている略称である。『守貞謾稿』にも「元禄以来、中央青土佐紙、端周リモ同紙、中間白紙張、
是ヲ蛇ノ目傘と云。女傘はロクロもと、ねりくりもえぎ、五色の糸三段にまく。骨黒ぬり、軽く
こしらへたり。是上傘の始なり」とある。番傘から比べれば、作りが繊細で、高級品でもある蛇
の目傘は元禄年間（１６８８―１７０４）に登場する。
蛇の目傘の特徴として、１）傘の中心部と外周部とに青土佐紙、その間に白張紙をいずれも同

心円状に張って、蛇の目文様を作り出すこと、２）親骨も小骨も細く、小骨には装束糸といって
鮮やかな絹糸で飾り付けをすること、３）柄には黒漆塗りの木棒を用いることが多く、持ち手の
部分に籐を巻くこと、４）下に置いた時に柄の先端を保護する「石突」と呼ばれる金具をつける

「隅田川両岸一覧」葛飾北斎
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こと、５）傘を開いた時に止める「ハジキ」という金具を２段につけて、人混みの中を歩く時や
風の強い時に傘を狭めて開くことができること、６）傘の最頂部をカッパと呼ばれる防水用の頭
紙で覆っておらず、天ロクロに巻きつけた傘紙を黒漆で塗り固めていたこと（明治以降にカッパ
を被せた蛇の目傘が登場する）、などを挙げられる。
蛇の目傘はデザイン性が高く、蛇の目文が魔除けの意味を持つため、高級品の傘として現在で

も作り続けられている。しかし、蛇の目傘の色は青だけではない。『守貞謾稿』には、渋蛇ノ目
傘、黒蛇ノ目傘、奴蛇ノ目傘などを挙げている。
渋蛇ノ目傘については「今世、工商ハ蛇ノ目傘ヲ用ヒズ、戸主等京坂ハ渋蛇ノ目傘ヲ用フ。中

ト周リニ渋ヌリ、中間白也。渋に水ヲ加ヘ、弁柄ヲ交ヘテ色ヲ節ニス。」とある。江戸後期の京都や大坂では、
紺色の蛇の目傘ではなく、渋と弁柄（赤色顔料）を混ぜた塗料を塗った褐色の蛇の目傘を用いた
というのである。とはいえ、江戸でも用いられていたらしく、渓斎英泉の三枚続きの錦絵には、
右から番傘、渋蛇の目傘、黒蛇の目傘をそれぞれ差している３人の女を描いている。黒蛇ノ目傘
は青土佐紙の代わりに墨を塗った黒紙を用いている。奴蛇ノ目傘は「周り二寸ばかりを淡墨蛇の

なづ

目にして、中央を墨にせざる物。京阪にこれなし。ただ、江戸のみこれを用ふ。号けて、やつこ
じやのめと云ふ。奴蛇の眼なり」と記す。中心部を白紙のまま、周縁部を薄黒の紙を用いた蛇の
目傘である。

⑨蛇の目傘の定紋

「風流七小町」喜多川歌麿

同じ意匠の物が多く、高額でもある蛇の目傘等は、目
印がなければ、誰の物かわからなくなってしまう。『守
貞謾稿』に「享保（１７１６―３６）以来今世に至り、蛇の目
傘、端の青紙の所に定紋を描く 青紙をきりぬき、白紙をもつ

もみじ

てこれを補ひて記号を描く。近年江戸男女、楓傘には、専ら
つぼ ほねつが

莟みて、骨番ひ以上に朱紋す」とある。蛇の目傘では傘
周縁部の青紙を定紋に切り抜いて白紙を当てて印をつけ
ていた。例えば、喜多川歌麿の描いた「風流七小町」は、

ちゅうかげつた

子供を抱いた母親が中陰蔦紋の入った奴蛇の目傘を差
している図である。定紋を入れた蛇の目傘は特注品であ
る。また、もみじ傘の場合、傘周縁部が白紙であるため
に切り抜きの定紋を入れられない。そのため、骨番ひ
（中節。親骨と小骨の結節点）より中央寄りに張った青
紙の親骨の上に黒漆を塗っていたので、畳んだ時に見え
るように、そこに朱漆で定紋を描いたというのである。

⑩さまざまな傘
京、大坂、江戸では、それぞれ用いられた傘は違っていたようだが、『守貞謾稿』に「けだし

先年は、市民三都ともに好事の者、墨蛇の目、次に渋蛇のめ。今世は皆白紙楓傘なり。京阪も前
年は墨、今は渋蛇の目を用ふ」とあり、傘に流行があったことを窺わせる。
番傘や蛇の目傘以外にも、さまざまな傘が用いられていた。『我衣』に「貞享より地のもみち

傘。きやしや也。天井青紙青どさにて、細く縁を取、絹糸装束、柄とう巻」と記されている。紅
葉傘は華奢で、貞享年間（１６８４―８８）より地（江戸）で用いるようになったとある。天井の傘紙
は青紙の青土佐紙で、細く縁を取り、絹糸で装束して（飾って）、柄には籐を巻くというのであ
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る。蛇の目傘と同様に手間のかかる高級傘だった。その登場は蛇の目傘より少し早い。『守貞謾
稿』に「貞享以来、江戸にて製す紅葉傘あり。中央 骨つかひ以上なり 青土佐紙、外白紙バリ。糸
装束アリ。柄籐巻、精製也」と記されている。傘の天頂部付近だけ青色なのに、なぜ紅葉傘と
いったのだろうか。『嬉遊笑覧』に「雨傘を紅葉といへるも、すげ笠のもみぢより名付しなるべ
ければ、是又初めは日がさに用ひしにや。然らば青傘のもとなるべし」とある。『嬉遊笑覧』に
「紅葉がさとは日でり笠といふ義にや。『古今集』秋下、忠岑、「雨降れば笠取山のもみぢばは行
きかふ人の袖さへぞ照る」もみぢ笠とは照る笠といふ名とみゆ」とある。この歌からもみぢ葉を
照る笠になぞらえて、日照り傘、日傘と洒落たのだという。
『守貞謾稿』には「日遮傘」「日傘」など、さまざまな傘があったことを記している。日遮傘

と日傘は日除けの傘で、舞踊で用いられる舞傘と共に、傘紙に防水のための油引きをしおらず、
あずま

代わりに華やかな模様を描いたりしていた。また、東大黒傘は「骨数六十間、大きさも紅葉傘
と同製。ただ轆轤は番傘と同系にして、小形なり。頭ニ当紙をも用ふるなり。しかも飾り糸あり
て。楓傘同意の用なり」と多くの傘骨を用い、それに対して、鬼骨傘は「江戸白紙もみじ傘に、
骨数少なきものあり。雨傘なり」とあるように、傘骨の少ない雨傘もあった。また、小児傘や小
児日傘など、子供用の傘も使われるようになっていた。江戸後期になると、さまざまな用途と意
匠をもつ傘が創り出されていたのである。

⑪傘の値段

「男文字曽我物語」
奥村政信

江戸時代は金銀銅の三貨制で、江戸中期の換算相場は、だいたい金１
両が銀６０匁、銭では約４，０００文だった。ただし、天保の金銀貨の改鋳
（１８３２―４２）後の江戸末期には１両は約６，５００文となる。『守貞謾稿』は
天保の金銀貨改鋳前に書き始められたが、価格は改鋳後の物価を表すと
見て良いだろう。「大黒と云ふ番傘、従来価二三百銭、安政以来諸品よ
うやく貴価、慶応の今は大略三倍す」とある。『我衣』には蛇の目傘１
本の「代金弐朱位」と記されている。１朱は１両の１６分の１なので、蛇
の目１本は１両の８分の１で、銭８００文ほどになる。番傘１本が銭２００文
から３００文だったので、蛇の目傘はその約３倍の値段となる。なお、幕
末期、海外との金銀換算値の違いによって金が流出し、経済の混乱で１
両が８，０００文を越すインフレを招いた。「慶応の今は大略三倍す」という
のは、この状況を示しているのである。

⑫歌舞伎と浮世絵
歌舞伎では傘を小道具として効果的に用いてきた。助六は市川團十郎

家の歌舞伎十八番のひとつとして、古典歌舞伎を代表する演目である。
粋で洗練された江戸文化を伝え、日本人の美意識に大きな影響を与えた

はな

作品である。最初に演じられたのは正徳３年（１７１３）の中村座での「花
やかたあいごのさくら

館 愛護櫻」で、二代目市川團十郎が助六を務めた。外題は助六役の役
すけろくゆかりのえどざくら

者などによって変わるが、昨今主に演じられる外題は「助六由縁江戸桜」
おとこもじそがものがたり

である。現在の助六の出で立ちが確立したのは寛延２年（１７４９）の中村座での「男文字曽我物語」
で、二代目市川海老蔵（二代目市川團十郎）が３３年ぶりに助六を演じた。この時の芝居絵を奥村
政信（１６８６―１７６４）が描いている。助六は黒羽二重の小袖に紫縮緬の鉢巻きを締め、蛇の目傘を
持って登場し、出端の唄を伴奏に花道の上で傘を持って長々と踊ったのである。これによって、
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「青砥稿花紅彩画」歌川国芳（文久２年）

傘は歌舞伎の小道具として確固たる地位を占めるように
なったと言っても過言ではない。
「仮名手本忠臣蔵」五段目山崎街道の場の斧定九郎も

蛇の目傘を効果的に用いている。塩冶判官家の家臣斧九
太夫の息子斧定九郎は、塩冶家取りつぶし後、身を持ち
崩して山賊となり、雨の降る夜におかるの父与市兵衛を
殺して５０両の金を奪う。しかし、勘平が猪を撃った流れ
弾に当たって死んでしまうという端役である。当初の扮
装はどてら姿の垢抜けない山賊姿。ところが、明和３年
（１７６６）に初代中村仲蔵（１７３６―１７９０）が工夫した扮装
は、月代を伸ばした白塗り、黒羽二重の単衣に白献上の
帯を締め、朱鞘の大小を落とし差し、腕をまくって尻か
らげという姿である。そして、水を被り、水桶から出し
たばかりの蛇の目傘を半開きにして顔を隠し、舞台中央
の与市兵衛に声をかけながら花道を駆けてきて、与市兵
衛の肩をたたいて傘を開き、くるりと肩に担いで見栄を
を切るという演出であった。あまりにも強烈な印象を観
客に与えた色悪として、この演出法は定番となり、それ
以来、弁当幕といわれた五段目を人気演目に押し上げた
のである。

あおとぞうしはなのにしきえ

通称「白波五人男」で知られている「青砥稿花紅彩画」は、文久２年（１８６２）に江戸市村座で
初演された演目で、日本駄右衛門、弁天小僧菊之助、忠信利平、赤星十三郎、南郷力丸ら５人の
盗賊が活躍する歌舞伎である。二幕目第三場の「稲瀬川勢揃いの場」では、５人の盗賊たちが花
道から堂々と登場し、捕り手を前に勢揃い。「志らなみ」と書いた番傘を手に、七五調の名乗り
の連ねで見得を切る。その名乗りは歌舞伎の様式美として完成の域に達しており、その小道具と
して番傘が大きな役割を果たしている。

しのびよるこひはくせもの

「 忍夜恋曲物」は市村座で天保７年（１８３６）初演の歌舞伎である。傾城如月、実は将門の娘
滝夜叉姫が大宅太郎光国に近づき、色仕掛けで味方にしようとするが、見破られて妖術で闘うと
いう物語。物語は荒れ果てた将門の御所で始まる。蝋燭の灯りのゆらめきの中、花魁姿で蛇の目
傘を差し、流れ出る煙と共にセリ上がってくる滝夜叉姫。これも傘が効果的に用いられている。

「仮名手本忠臣蔵 五段目」
歌川芳藤
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「雪中風呂帰り」
鈴木春信

日本文化に大きな影響を与えた歌舞伎は、傘に対する美意
識にも少なからず影響を与え、浮世絵の人物像を印象づける
小道具として傘が多用されるようにもなった。
初期の浮世絵師である鳥居清信（１６６４―１７２９）や奥村政信

（１６８６―１７６４）が描いた傘を持つ人物像は、登場人物に扮し
た歌舞伎俳優だった。ところが、鈴木春信（１７２４―７０）が描
いた傘を持つ可憐な美人画の対象は俳優ではない。市井の娘
や恋人たちである。春信は中期初頭の浮世絵師で、色刷りの
錦絵の成立に大きく寄与した絵師である。登場人物を引き立
てたり、状況説明に用いたりと、華やかな錦絵の中で傘を多
用したのである。これ以降、芝居絵と共に美人画や風景画の
中に傘が描かれるようになり、その数は枚挙にいとまがない
ほどである。

⑬開国と蝙蝠傘

福沢諭吉『西洋衣食住』

嘉永６年（１８５３）６月３日、アメリカ合衆国の東イン
ド艦隊司令官のマシュー・ペリーが蒸気船２隻を含む軍
艦４隻を率いて浦賀沖に来航し、幕府に大統領国書を手
渡した。翌安政元年（１８５４）に日米和親条約を締結し、
幕府は下田と函館を開港した。これ以降、欧米の文物の
輸入が次第に増加する。その文物の中に、アンブレラも
含まれていた。
『守貞謾稿』に「安政以来、横浜士民往々西洋製の鍛

鉄八骨及び十六骨の絹傘を晴雨に用ふる人稀にこれあ
り、十六骨は稀にて八骨多し」とある。
安政５年（１８５８）、日米通商条約の批准書交換のため、

正使新見豊前守正興（外国奉行）等７６人の使節が渡米し
た。新見の随員として渡航した仙台藩士玉虫左太夫が、
万延元年（１８６０）にまとめた日記が『航米日録』ある。
その五巻「米国総説」の中で、蝙蝠傘について次のよう
に触れている（２１）。「道路往行には、男女皆蝙蝠傘を携
ふ。女の用は極めて小にして、僅に日光を遮るのみ」と記している。少なくとも日記をまとめた
万延元年までに、蝙蝠傘という言葉が成立していたと考えられる。
『西洋衣食住』は福沢諭吉が慶応３年（１８６７）に片山淳之助名義で刊行した本で、欧米の衣服

や道具類の使用方法を解説した啓発書である（２２）。ここに「傘ハ何レモ絹布ニテ張リ 日本ノ如
キ紙張ノモノナシ 傘（洋傘図）ヲムブレラ 斯ク傘ヲ畳ミシトキハ杖ノ代リニ用ユベシ」と記
されている。
『武江年表』慶応３年（１８６８）の条に「此頃西洋の傘を用ふる人多し、和俗蝙蝠傘といふ、但

し晴雨ともに用ふるなり、始は武家にて多く用ひしが、翌年よりは一般に用る事になる」とあり、
幕末期には既にアンブレラが輸入され、蝙蝠傘と呼んでいたことが分かる（２３）。傘骨と黒い傘布
との組み合わせから、蝙蝠の翼を連想したためだろう。この後、和傘と蝙蝠傘は併存し、戦後
１９６０年代に洋傘が和傘を圧倒して普及するようになる。
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おわりに

和傘の歴史と民俗について、ようやく幕末期までたどりつくことができた。可能な限り、当時
の同時代文献と絵画資料を中心に考察を及ぼしたつもりだが、言葉足らずの部分も多いのではな
かったかと恐れている。また、近代以降の和傘の変遷と産地、製作方法については本論文では触
れることができなかったが、それも今後まとめてゆきたいと考えている。
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